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研究成果の概要： 
人口 10 万人当たりの 100 歳長寿者率がトップの沖縄で、100 壽者を対象に認知機能、循環

器疾患既往、高次生活機能、身体免疫機能等に関する解析を進め、100 壽者の健康寿命の延伸

やＱＯＬの向上に寄与すると思われる以下の知見を得た。100 壽者は高血圧、糖尿病、脳卒中、

心疾患、悪性腫瘍等の既往歴が少ない。100 壽者の機能的評価においては自立度の最も高いの

は「食事」であり、「整容」、［入浴］、［階段昇降］、「着替え］、「排便・排尿』は低かった。しか

し、主観的健康感は高い者が多かった。このことは「元気度」とも深いかかわりが示唆された。

循環器疾患既往は睡眠障害と関連していることが明らかになった。また腸内細菌の分析結果か

ら、100 歳長寿者は感染抵抗力が強いことが示唆された。同時に行った栄養分析結果は必要摂

取量または目安量を充分に満たしていた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
平成 18 年度 3,100,000 0 3,100,000 

19 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

20 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度    

  年度    

総 計 8,100,000 1,500,000 9,600,000 

 
 
研究分野：健康・スポーツ科学・応用健康科学 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 
キーワード：百歳、ライフスタイル、認知機能、循環器疾患、高次生活機能、元気生活度、 

栄養、腸内細菌 
 
１．研究開始当初の背景 
百歳超高齢者の数は、国が調査を開始した

1963年の 153名から 2005年には 25,554名へ
と、大きく増加し、今後もさらなる増加が予
測されている。しかし内実は、要介護高齢者
の数が大きく増加しており、超高齢社会へと
突き進む我が国の医療・福祉のかかえる重要
な解決課題となっている。寿命の延伸は人類
が希求するものだが、単なる長命ではなく、

ＱＯＬを維持した、いわゆる健康寿命が重要
である。 
 
２．研究の目的 
 沖縄の百歳超高齢者を対象に認知機能と
循環器疾患既往（脳卒中、心疾患、高血圧）
及び過去の環境要因・ライフスタイル因子と
の関連、身体機能との関連、さらには生命余
後との関連を検討する。 
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３．研究の方法 
 平成 16 年度の新百歳者を主対象に医師、 
保健師、臨床検査技師、管理栄養士による 
調査スタッフを組織し、在宅、老健施設 
病院等に入院する対象者を対象に認知機能
の評価、ＡＤＬ、ライフスタイルなどの構造
化された調査票を用いて一次調査を行い、い
くつかの因子の関連性についてロジスティ
ック多変量解析を試みた。さらに同意を得た
対象者に対して食物摂取頻度、栄養分析、糞
便中の細菌叢の解析を試みた。 
 
４．研究成果 
主たる結果のみを以下に示す。 

（１）百歳者における脳血管系疾患のリスク
要因と脳卒中既往との関連性を検討した
結果を表 1、2に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究は、百歳者における脳血管系疾患のリ
スク要因と脳卒中既往との関連を提供する 
 

 
 
百歳者のおよそ 10 人に 1 人が、その生涯

に脳卒中を発症することが明らかになった。
また、高血圧既往のみが脳卒中既往と有意な
正の関連があることを示した。一方、性、喫
煙・飲酒習慣ありと脳卒中既往との間には有
意な関連は認められなかった。 
 

（２）心筋梗塞関連因子と心筋梗塞との関連
を多変量ロジスティック回帰分析にて検討
した結果を表 1，２に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関連の度合いを示すオッズ比が、高血圧既

往のみ 2.99 で、心筋梗塞既往と有意な正の
関連が認められた。表に示す変数すべてを投
入した後の補正オッズ比でも、高血圧既往の
補正後オッズ比が 2.97 と有意な正の関連が
認められた。一方、性、喫煙習慣および飲酒
習慣と心筋梗塞既往との間には有意な関連

本研究は、百歳者における脳血管系疾患のリ
スク要因と脳卒中既往との関連を提供する

百歳者のおよそ 人に 人が、その生涯
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が認められなかった。  
 
（３）百壽者の循環器疾患既往と睡眠障害と
の関連を表 1に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

対象者の睡眠障害有症率は入眠障害（DIS）
が 24.9％、塾眠障害（SIS）が 13.2%、早朝
覚醒（EMA）が 16.2%であった。 
多変量ロジスティック解析の結果、高血圧

既往と入眠障害のみに有意な正の関連が認
められた。循環器疾患既往、性、居住、飲酒、
喫煙と塾眠障害（DIS）、早朝覚醒（EMA）と
の間にはいずれも有意な関連は認めなかっ
た。 
 
（４）100 壽者の腸内環境と健康との因果関
係を明らかにするために糞便中の細菌相の
解析を試みた。結果を表 1、図 1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査結果から、今回調査の百歳老人の腸管

環境はいたって健康的であることがわかっ
た。表には腸管に住んでいる菌種について示
した。４研究とも菌の総数に差異はほとんど
ない。それぞれの菌について検討すると、役
割のはっきりしているビフィズス菌は東京
都の健常老人より低くなっているものの、有
意差はない。  
したがって、有用菌は加齢とともに減少す

るが、今回調査の百歳者はそれほどの菌数の
低下も無く腸管にすみ続けていることは意
義がる。一方、悪玉菌の代表であるレシチナ
ーゼ産生 クロストリジウム菌は老化ととも
に増加することが知られており、今回調査の
データは健常成人より優位に増加している。
数だけでなく、検出率(本菌を検出した人の
数/全員×１００）も上昇しており、これま
での研究を 支持するものである。ただし、
他のデータより低いことは本菌が産生する
種々の腐敗物質が腸管に少ないことを示唆
している。  
 さらに消化管の機能の指標としてコロナ
イゼーション・レジスタンスがあり、総菌数
に対する大腸菌群(腸内細菌群)、ビフィズス
菌に対する大腸菌群の比で表すが、前回の 3
人のデータより少し値は大きくなった。この
値は値が小さければ小さいほど、外部から侵
入してくる病原体を排除する機能がより大
きいことを示すので、今回調査した百壽者は
腸管の抵抗力が優れていることを示してい
る。  
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